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24/5　　　〃　　　　　…………‐皿ビス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ－739

24/6　　〃　　　　　‥‥‥‥‥‥　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ－740

24/7　　真中（ＢＳ）六角ボルト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P―741

24/8　　　　　〃　六角ナット・袋ナット・寸切ボルト　　　　　　　　　　　　　　Ｐ一742
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25/1　　ステンレス( s u s30４）?ビス・ボルト　　　　　　　　　　　　　　　　P-744

25/2　　ステンレス( s u s30４）キャップスクリュー・ホロースクリュ　　　　　　Ｐ一７４５
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26/1　　ポリカーボネート……………丸ビス・皿ビス　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ－746

26/2　　　　　　〃　　　　　‥‥‥‥‥‥‥‥ナット　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P-747

27　　　 流 体 制 御素 子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P-748
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